
9月 行田市議会定例会 日程表（予定）
9月定例会は8月28日㈮
開会予定であり、
日程（案）の決定は8月24日㈪
予定の議会運営委員会で
決まります。

市議会には定例会（３月、６月、９月、12月）
と、必要がある場合に開かれる臨時会とが
あります。
議場は市役所の3階にありますので、
エレベーターをご利用ください。※定員46名

市議会を傍聴してみませんか

編 

集 

後 

記

日 月 火 水 木 金

30 531
（議案調査）

⁹/１
（議案調査）

2
本会議
（議案質疑）

3
本会議
（一般質問）

4
本会議
（一般質問）

土

126 7
本会議
（一般質問）

8
本会議
（一般質問・委員会付託等）

9
（議案調査）

10
建設環境
常任委員会

11
建設環境
常任委員会

29⁸/23 24 25 26 27 28
本会議/招集日
（提案説明）

1913 14
健康福祉
常任委員会

15
健康福祉
常任委員会

16
総務文教
常任委員会

17
総務文教
常任委員会

18
（事務整理）

2620 21
敬老の日

22
国民の休日

23
秋分の日

24
（事務整理）

25
（事務整理）

327 28
（事務整理）

29
本会議/最終日
(委員長報告・質疑・討論・採決・閉会)

30 ¹⁰/１ 2

※日程は予定であり、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

議会日誌
14日
14日

18日
18日
22日
22日
27日
27日
29日

4日~29日
16日
16日

北海道北広島市・千歳市行政視察来庁
上尾道路・新大宮上尾道路建設促進
議員連盟 第１９回定期総会
幹事長会議
議会基本条例検討委員会
議員研修（ふるさと納税制度について）
議会だより編集委員会
全国市議会議長会定期総会
三重県伊勢市行政視察来庁
議会運営委員会

6月定例会
議会運営委員会
幹事長会議

5月

6月

令和8年5月14日～令和8年8月12日
16日
23日
29日
29日
29日

9日
14日
24日
24日
31日

5日
5日

議会だより編集委員会
兵庫県議会行政視察来庁
議員説明会
幹事長会議
議会運営委員会

兵庫県小野市行政視察来庁
議会改革推進委員会
議会基本条例検討委員会
議会だより編集委員会
埼玉県市議会議長会第４区議員研修会

新潟県新発田市行政視察来庁
鹿児島県出水市行政視察来庁

6月

7月

8月

　
本
誌
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は

連
日
の
猛
暑
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

と
も…

。

　
八
月
の
和
名
は「
葉
月
」で
す
が
、

「
葉
落
ち
月
」が
転
じ
て
と
の
説
が

一
般
的
だ
そ
う
で
す
。葉
が
茂
っ

て
い
る
か
ら
と
勝
手
に
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
旧
暦
の
和
名
と

な
れ
ば
納
得
。

　
今
号
の
企
画
は
如
何
で
し
た
か
。

木
々
に
茂
れ
る
葉
の
如
く
、
皆
さ

ん
の
目
に
と
ま
り
ま
し
た
か
。

            （
村
田
　
秀
夫
）
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だより 定例会は年４回
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知ってるん？

消防のこと。

『取材特集』 はじめました『取材特集』 はじめました



初の特集は「行田市消防署」

　日本消防協会や日本外交協会を通じて、開発途上国
に無償で寄贈している。         
　昭和59年から令和7年までの間に、46か国に対し、
1855台の消防車両等が全国から寄贈されています。
　また、車両の寄贈と併せて、技術指導や実践訓練も
実施されています。         【出典】(公財)日本消防協会
　行田市では、これまでに30台の車両を寄贈しています。

行田市消防本部・消防署の保有車両
【消防本部】
広報車
査察車
防災活動車
事務連絡車(5台)
【本　署】
指揮車
大型水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車(2台)
化学消防ポンプ自動車
救助工作車
屈折はしご付消防自動車
積載車
高規格救急車(3台)

【西分署】
水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車
高規格救急車
【北分署】
水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車
高規格救急車

計 25台
出典 -令和7年 消防統計-

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！

議 案
第58号

災害対応特殊救急自動車の
取得について

議 案
第59号

高度救命処置用資機材の
取得について

役目を終えた車両はどうなるの？役目を終えた車両はどうなるの？

消防署の車は何台あるの？消防署の車は何台あるの？

消防職員数                                      　 （令和８年４月１日現在）

※再任用職員　5名を含む

消 防 本 部
本 署
西 分 署
北 分 署

計

1人

1人

5人
4人
1人
1人
11人

5人
9人
2人
2人
18人

3人
12人
2人
2人
19人

4人
20人
4人
3人
31人

3人
10人
2人
2人
17人

　
11人
1人
2人
14人

21人
66人
12人
12人
111人

消 防 監 司 令 長 司 　 令 司 令 補 士 　 長 副 士 長 消 防 士 計階級
区分

　今号より、議会だより編集委員会として初
めてとなる、『取材』に取り組みました。
　議会改革の一環として、市民の皆様により
親しみやすい議会だよりを目指して、邁進し
てまいります。

　今号より、議会だより編集委員会として初
めてとなる、『取材』に取り組みました。
　議会改革の一環として、市民の皆様により
親しみやすい議会だよりを目指して、邁進し
てまいります。

　6月議会では、行田市消防署本署に配備さ
れる予定の災害対応特殊救急自動車及び高
度救命処置用資機材の取得に関する議案が、
全会一致で可決されました。
　日々、私たち市民の命と財産を守っている
行田市消防署。 
その最前線のゲンバを、
今回、私たち議員が直撃してみました‼

市政に対する 一般質問

高次脳機能障害者へ支援強化を
　                        ／学校再編で教育環境、地域は

問  

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法

が
４
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
施
策

の
実
施
状
況
の
公
表
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
へ
の
研
修
、
福
祉
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
市
の
支
援
強
化
は
。

答  

適
切
な
公
表
の
形
を
検
討
し

て
い
く
。研
修
は
、様
々
な
関
係
職

員
が
支
援
に
関
わ
る
中
で
ど
う
い

っ
た
研
修
が
必
要
な
の
か
考
え
て

い
き
た
い
。福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成

は
様
々
な
取
り
組
み
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問  

義
務
教
育
学
校
基
本
構
想
へ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

答  

寄
せ
ら
れ
た
疑
問
点
や
心
配

事
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
不
安

解
消
に
向
け
丁
寧
な
説
明
に
努
め

た
い
。

問  

Ｂ
地
区
は
１
６
０
０
人
も
の

マ
ン
モ
ス
校
に
な
り
、
教
師
が
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が
減
少

す
る
の
で
は
。
規
模
は
適
切
か
。

答  

そ
う
し
た
時
間
の
確
保
は
大

事
な
点
だ
。
１
学
年
５
〜
６
学
級

は
適
正
と
判
断
し
て
い
る
。

問  

学
校
が
な
く
な
る
地
域
は
関

係
が
疎
遠
に
な
る
の
で
は
。

答  

学
校
運
営
協
議
会
等
に
必
ず

地
域
の
方
を
選
ん
で
い
き
た
い
。

村 田 秀 夫（日本共産党）

さきたま古墳公園に花を植える
／障がい者福祉について

問  

県
営
公
園
で
あ
る
さ
き
た
ま

古
墳
公
園
の
定
期
的
な
除
草
作
業

か
ら
、
花
を
活
用
し
た
景
観
再
生

を
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

公
園
管
理
者
に
よ
る
と
、
丸

墓
山
古
墳
、
稲
荷
山
古
墳
、
二
子

山
古
墳
等
が
あ
る
国
指
定
特
別
史

跡
内
に
つ
い
て
は
、
史
跡
の
保
存

活
用
・
調
査
研
究
を
目
的
と
す
る

も
の
以
外
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
、
史
跡
指
定
範
囲
外
の
「
さ

き
た
ま
広
場
」
等
は
、
管
理
体
制

や
諸
条
件
を
勘
案
す
る
と
、
直
ち

に
実
施
は
出
来
な
い
も
の
の
、
史

跡
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た

問  

高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
。

答  

脳
血
管
疾
患
や
交
通
事
故
に

よ
る
脳
の
損
傷
に
よ
り
記
憶
・
注

意
・
判
断
・
感
情
な
ど
の
認
知
機

能
に
障
害
が
生
じ
る
状
態
で
、
新

し
い
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
り
、
集
中
力
が
続
か
な

い
等
の
症
状
が
現
れ
る
。

　
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、

本
人
に
自
覚
が
無
い
こ
と
も
多
い

為
「
見
え
な
い
障
害
」
と
も
言
わ

れ
る
。
当
事
者
や
周
囲
の
方
が
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

岩 﨑  彰（蒼倫維新）

土地開発公社の解散について

問  
令
和
６
年
度
、
総
務
省
発
表

が
発
表
し
た
資
料
「
土
地
開
発
公

社
事
業
実
績
調
査
結
果
概
要
」
を

見
る
と
、
法
律
が
施
行
さ
れ
た
翌

年
の
昭
和
48
年
、
都
道
府
県
と
市

を
合
わ
せ
る
と
６
１
４
の
開
発
公

社
が
全
国
に
設
立
さ
れ
た
。
平
成

11
年
が
最
も
多
く
１
５
９
７
団
体

が
設
立
さ
れ
た
が
、
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
で
は
５
４
０
団
体
と

大
幅
に
減
少
し
た
。
各
地
で
開
発

公
社
が
解
散
し
て
い
る
事
実
を
ど

う
考
え
る
か
。

答  

本
市
で
は
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

昭
和
54
年
に
土
地
開
発
公
社
を
設

立
し
た
。

　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
事

業
が
長
期
間
行
わ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
ま
た
、
県
内
自
治
体

で
は
解
散
が
進
ん
で
い
る
動
き
が

あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。
公
社
の
解
散
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
に
伴
う
影
響
及
び

課
題
を
十
分
に
整
理
し
た
上
で
、

今
後
、
様
々
な
観
点
か
ら
慎
重
に

検
討
す
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
通
学
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
（
ラ
ン
ド

セ
ル
）の
無
償
配
布
に
つ
い
て
。

村 田 清 治（令和研究会）

ぎょうだ議会だより　❷



―出典　令和８年行田市概況―

年間火災発生件数の推移
年

件　　　　数
2年
35件

3年
27件

4年
30件

5年
30件

6年
34件

7年
22件

月別火災発生件数(令和7年)
月

出 火 件 数
月

出 火 件 数

1月
５件
7月
1件

2月
4件
8月
2件

3月
2件
9月
2件

4月
０件
10月
0件

5月
0件
11月
3件

6月
0件
12月
3件

―出典　令和８年行田市概況―

年間救急出場件数の推移
年

件　　　　数
2年

3,702件
3年

3,819件
4年

4,506件
5年

4,761件
6年

4,708件
7年

4,769件

月別救急出場件数(令和7年)
月

出 動 件 数
月

出 動 件 数

1月
459件
7月
426件

2月
364件
8月
395件

3月
392件
9月
394件

4月
351件
10月
382件

5月
362件
11月
425件

6月
366件
12月
453件

１日平均
13件‼

　救急の出動件数は年々増加していますが、
その約４割は軽症であり、本当に救急車が
必要であったか疑われるものもありました。
　本当に必要な人が救急車を利用できるよ
う、適正な利用にご協力をお願いします。

　急な病気やケガなどで「救急車を呼ぶべ
きか」「今すぐ病院に行くべきか」迷った際
の相談窓口です。
　24時間無休で対応しており、電話でアド
バイスが受けられます‼

　行田市と熊谷市は、共同指令センターで
救急や火災などの災害情報を受信する通信
指令業務の共同運用を行っています。
　「発信地表示システム」により、固定電話
やIP電話、携帯電話からの通報にも対応し、
通報地点及び災害発生地点の特定を迅速に
行うことができます。

救急要請

119番を受ける仕組み119番を受ける仕組み

迷ったらまず「♯7119」
救急安心センター事業へ‼
迷ったらまず「♯7119」
救急安心センター事業へ‼

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！

❸　ぎょうだ議会だより



　ケースに応じた適切な
見極めが必要であり、
冷静な対応を心が
けています

搬送した方や
ご家族のほっとした

笑顔にやりがいを感じます

　チームワークも自分の
意見も大切です。常に意
見を出し合ってより良
い方向を目指し
ています

24時間勤務中
は緊張の連続です

　資機材のチェックをし
たり、靴を磨いたりし
て、勤務の準備を行
っています

誰よりも早く出勤する
それが自分の“こだわり”です

　職業病かもしれません
が、どんな救助方法が最
善であるかを、いつも
考えています

休みの日でも
建物を見ながら救助の
イメージトレーニングを

しています

　小学校１年生でしたが、
消防隊員が被災者を救助
する姿を見て、自分も
なりたいと強く思

いました

きっかけは
東日本大震災でした

　最適な受入れ先を見つ
けるための判断には、
日々の勉強が欠か
せません

救急救命士として、
様々な症例や経験の
情報交換ができる研修に
積極的に参加しています

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！

議員の視点
　消防車両を更新するため、行田市消防署に直
接話を伺う機会を得ました。
　取材中も救急出動を告げる放送が流れるたび
に、ゲンバは緊張感に包まれます。
　車両は日々さまざまな点検を欠かさず、まさ
に、いつでも出動できるよう丁寧な準備がなさ
れていました。

　そして、これらを整備、いざ現場で操る人＝
署員のみなさんも日々、自身の体力づくりと厳
しい訓練に勤しみ、行田市民の命と財産を守り
たいという使命感を胸に活躍されている姿を目
の当たりにし、尊敬という言葉とともに、心強
さを覚えました。

市政に対する 一般質問

集約連携のまちづくりの利根川沿線の
                      土地利用、公共施設について

問  

拡
散
型
都
市
構
造
か
ら
集
約

的
都
市
構
造
へ
の
転
換
の
た
め
、

多
様
な
都
市
機
能
を
市
街
地
に
集

約
す
る
と
と
も
に
、
道
路
や
公
共

交
通
と
連
携
し
、
地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
集
約
連
携

の
ま
ち
づ
く
り
を
都
市
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
利
根
川

沿
線
の
北
河
原
、
酒
巻
、
下
中
条
、

須
加
地
区
は
、
行
田
市
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
家
屋
倒
壊
等
氾
濫

区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
建
物

の
立
地
基
準
が
他
の
地
区
よ
り
厳

格
化
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

利
根
川
堤
防
の
重
要
性
、
安
全
性

を
考
慮
し
、
緊
急
に
行
う
首
都
圏

氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
事
業
の

進
捗
は
。

答  

対
策
延
長
は
49.

５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
本
市
を
含
む
東
北
自
動
車

道
か
ら
深
谷
市
ま
で
の
上
流
２
期

区
間
延
長
は
約
26
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
令
和
８
年
度
３
月
時
点
で
、

用
地
取
得
率
約
53
％
、
堤
防
強
化

の
整
備
進
捗
率
約
11
％
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
用
地
取
得
が

完
了
し
た
箇
所
か
ら
、
必
要
と
な

る
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
経
た
上
で
、

今
年
度
か
ら
須
加
地
内
の
地
盤
改

良
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

小 林  修（令和研究会）

下水道管の全国特別重点調査の結果と
今後の対応

　
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を
受

け
、
国
土
交
通
省
は
令
和
７
年
３

月
に
全
国
の
自
治
体
に
対
し
下
水

道
管
の
調
査
依
頼
を
行
っ
た
。

問  

調
査
内
容
と
本
市
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

昨
年
３
月
時
点
で
設
置
後
30

年
以
上
が
経
過
し
た
直
径
２
メ
ー

ト
ル
以
上
の
下
水
道
管
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。

本
市
で
は
原
則
１
年
以
内
に
速
や

か
に
対
策
が
必
要
と
判
断
し
た
管

延
長
が
１
８
７
メ
ー
ト
ル
で
、
応

急
措
置
を
し
た
上
で
５
年
以
内
に

対
策
が
必
要
と
な
っ
た
管
延
長
は

５
６
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

問  

緊
急
を
要
す
る
箇
所
の
現
状

と
対
策
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

緊
急
を
要
す
る
箇
所
と
応
急

措
置
を
行
う
箇
所
を
含
め
た
約
３

５
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
現
在

通
行
止
め
を
行
い
、
安
全
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
対
策
方
法
に
つ

い
て
は
、
委
託
業
務
の
中
で
既
存

の
下
水
道
管
の
内
面
に
新
た
な
管

を
更
生
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。
８
月
に
は
工
事
契
約
を
行
い
、

来
年
３
月
完
成
を
目
指
す
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
災
害
発
生
時
の
備
え
に
つ
い
て

木 村  博（公明党）

学校再編と生涯スポーツ等
との関わりについて

問  

学
校
体
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
地
域
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
と
っ
て
、
活
動
場
所
の
確
保
は

切
実
な
問
題
で
あ
る
が
、
学
校
再

編
に
伴
い
、
各
地
区
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
等
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答  

今
後
閉
校
と
な
る
学
校
の
施

設
の
利
活
用
や
新
た
な
学
校
の
地

域
利
用
は
未
定
だ
が
、
市
民
の
声

を
踏
ま
え
、
適
切
な
運
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

問  

体
育
館
や
校
庭
を
利
用
し
て

い
る
地
域
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
向
け
て
、
今
後
の
利
用
活
用
や

影
響
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
る

か
？答  

今
後
利
用
方
法
や
利
用
条
件
、

ま
た
利
用
施
設
な
ど
の
運
用
が
変

わ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
際
に

は
関
係
す
る
団
体
を
対
象
に
説
明

会
な
ど
の
開
催
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
元
彩
々
亭
・
旧
荒
井
八
郎
商
店

に
つ
い
て

○
土
葬
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
つ
い
て

小 野 寺 貴 男（蒼倫維新）
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ラ
ー
パ
ネ
ル
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
収
納

バ
ッ
グ
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費
を
措
置

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う
財
源
と

し
て
、
国
・
県
支
出
金
、
繰
入
金
及
び
繰

越
金
に
よ
り
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

問  

防
犯
対
策
用
品
の
購
入
及
び
設
置
補

助
に
つ
い
て
、
交
付
の
対
象
と
な
る
住
ま

い
は
。

答  

個
人
の
住
宅
に
対
す
る
補
助
を
想
定

し
て
お
り
、
一
戸
建
て
と
自
己
所
有
の
マ

ン
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
て
い
る
。

問  

本
市
の
防
犯
対
策
の
特
徴
は
何
か
。

答  

本
事
業
の
追
加
に
よ
り
、
防
犯
対
策

の
関
連
事
業
が
３
事
業
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
宅
の
用
途
や
事
情
に
適
し
た
補
助

事
業
を
自
身
で
選
択
で
き
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

問  

生
活
扶
助
の
追
加
給
付
に
つ
い
て
、

対
象
者
に
確
実
に
給
付
す
る
た
め
に
、
周

知
方
法
等
事
務
の
実
務
は
ど
の
よ
う
に
行

う
か
。

答  

現
在
本
市
で
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
世
帯
に
は
、
職
権
に
よ
り
追
加
給
付

す
る
た
め
、
手
続
き
は
不
要
で
あ
る
。
す

で
に
保
護
を
廃
止
し
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、

受
給
当
時
の
世
帯
主
か
ら
申
出
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
国
が
整

理
を
進
め
て
い
る
。

軽
減
を
図
る
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
し
、

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
な
げ
る

も
の
で
す
。

　
民
生
費
で
は
、
医
療
費
助
成
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
導
入
に
対
応
す
る
た
め
、
シ

ス
テ
ム
改
修
に
要
す
る
経
費
を
措
置
し
ま

す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
費
に
お
い
て
、
平
成

25
年
の
生
活
扶
助
の
基
準
改
定
に
関
す
る

令
和
７
年
６
月
27
日
の
最
高
裁
判
決
を
受

け
、
廃
止
保
護
世
帯
を
含
む
対
象
世
帯
及

び
中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
費
の
受
給
者

に
対
し
、
保
護
費
等
の
追
加
給
付
を
行
う

た
め
の
経
費
を
措
置
し
ま
す
。

　
農
業
費
で
は
、
地
域
の
中
核
と
な
っ
て

農
地
を
引
き
受
け
る
担
い
手
の
経
営
改
善

に
必
要
な
農
業
用
機
械
、
施
設
の
導
入
を

支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
を
措
置
し
ま
す
。

　
商
工
費
で
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
や
す
い
75
歳
以

上
の
市
民
に
対
し
て
、
一
人
当
た
り
２
千

円
の
市
内
共
通
商
品
券
を
交
付
す
る
「
物

価
高
騰
対
応
生
活
応
援
商
品
券
交
付
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
消
防
費
で
は
、
市
の
防
災
・
減
災
対
策

の
た
め
１
０
０
万
円
の
指
定
寄
付
金
を
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
て
、

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
電
源
の
確
保
を
図

る
た
め
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
及
び
ソ
ー

6 月定例会

条
例
改
正
等

○
行
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
法
改
正
に
よ
り
、
我
が
国
に
在
留
す
る

外
国
人
の
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住

者
証
明
書
に
つ
い
て
、
本
年
６
月
14
日
か

ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
特
定

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住
者
証
明
書

の
申
請
交
付
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
を
利
用
し
て
多
機
能
端
末
機
（
コ
ン

ビ
ニ
交
付
機
）
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書

の
交
付
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　
行
田
市
実
施
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
市
民
の
安
全
・
安
心
確
保
の

ほ
か
、
当
初
予
算
計
上
後
の
事
情
変
更
に

伴
う
所
要
経
費
な
ど
、
必
要
な
予
算
に
つ

い
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総
務
費
で

は
市
内
に
お
い
て
侵
入
窃
盗
事
件
が
連

続
し
て
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
防
犯

対
策
用
品
の
購
入
に
要
す
る
費
用
負
担
の

市
長
提
出
議
案

市長提出議案

補正予算、条例の改正など補正予算、条例の改正など
40議案を審議しました40議案を審議しました

議長に議長に橋本祐一橋本祐一議員議員
副議長に小林修議員が副議長に小林修議員が
選出されました選出されました

補正予算
補
正
総
額

１
億
６
６
６
７
万
円
余
り

（
原
案
可
決
）
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議会人事

　議員各位のご推挙を得て、このたび、議長・副
議長に就任いたしました。大任を拝し、身に余る
光栄であるとともに、その重責に身の引き締まる
思いでございます。
　今日、私たちのまちを取り巻く環境は大きく変
化しています。物価高騰による家計への負担、少
子高齢化や人口減少、地域経済の活性化、防災・
減災の強化など、市民生活に直結する課題は山積
しております。
　こうした時代だからこそ、市民の皆様の声を市
政にしっかりと反映させる議会の役割は、ますま
す重要になってくるものと考えます。
　議会が一丸となって、市民の皆様が安心して暮
らし、未来に希望が持てるまちづくりを目指して
まいります。
　引き続き、市民の皆様の格別なご理解と温かい
ご支援・ご協力を賜りますよう、心からお願い申
し上げて、あいさつとさせていただきます。

副
議
長
　小
林
　修

議
　長
　橋
本
祐
一

議長・副議長  就任のあいさつ

　
本
定
例
会
最
終
日
の
６
月
2９
日
に
、
議

長
の
辞
任
及
び
副
議
長
の
失
職
に
伴
う
選

挙
が
行
わ
れ
、議
長
に
橋
本
祐
一
議
員（
令

和
研
究
会
・
２
期
目
）、
副
議
長
に
小
林

修
議
員
（
令
和
研
究
会
・
２
期
目
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
と
し
て
、
木
村
博
議
員
（
公
明
党
・
２

期
目
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
香
川　
宏
行　
議
員

議 

会 

人 

事

　
議
長
に
橋
本
祐
一
議
員

　
副
議
長
に
小
林
修
議
員

　
令
和
８
年
４
月
17
日
及
び
５
月
27
日
に

開
催
さ
れ
た
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
及
び

全
国
市
議
会
議
長
会
の
各
定
期
総
会
に
お

い
て
、
市
議
会
議
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に

よ
り
、
各
議
長
会
か
ら
議
員
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
市
議
会
議
員
在
職
1５
年
以
上

梁
瀬　
里
司　
議
員

監
査
委
員
に
木
村
博
議
員

議

員

表

彰

副
委
員
長	　
　

 

新 　

 

諒
平　
議
員

建
設
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
福
島
と
も
お　
議
員

副
委
員
長　
　
小
野
寺
貴
男　
議
員

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
野
本　
翔
平　
議
員

副
委
員
長　
　
養
田　
英
雄　
議
員

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　
　
梁
瀬　
里
司　
議
員

副
委
員
長　
　
村
田　
清
治　
議
員

常
任
委
員
会
等
の
正
副
委
員
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

市政に対する 一般質問

防犯対策について

問  

住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金
額

の
上
限
の
引
上
げ
や
対
象
機
器
の

拡
充
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答  

上
限
の
引
上
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
対
象
機
器
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
本
定
例
会
に
補
正

予
算
と
し
て
上
程
し
た
防
犯
対
策

用
品
補
助
事
業
に
つ
い
て
議
決
を

頂
け
れ
ば
、
防
犯
対
策
の
強
化
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問  

防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
の
注
意

喚
起
表
示
を
、
侵
入
窃
盗
多
発
地

区
へ
重
点
配
置
す
る
考
え
は
。

答  

市
内
に
広
く
設
置
す
る
こ
と

が
優
先
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

地
域
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
傾
向

等
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問  

個
人
参
加
型
「
な
が
ら
防
犯

に
」
つ
い
て
本
市
の
考
え
方
は
。

答  

組
織
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
に
比

べ
て
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、

幅
広
い
世
代
の
市
民
が
無
理
な
く

防
犯
活
動
に
参
加
で
き
る
点
で
、

市
民
一
人
一
人
が
防
犯
の
担
い
手

と
な
れ
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
「
な
が
ら

防
犯
」
と
は
何
か
、
そ
の
有
効
性

に
つ
い
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
。

養 田 英 雄（蒼倫維新）

自転車利用者の安全確保
／市街化再編事業 橋 本 祐 一（令和研究会）

問  
南
大
通
線
国
道
17
号
か
ら
水

城
公
園
入
り
口
ま
で
の
自
転
車
通

行
帯
に
関
す
る
調
査
、
研
究
の
進

捗
状
況
は
。

答  

自
転
車
通
行
帯
の
設
置
に
当

た
っ
て
は
関
係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
り
、
幅
員
を
原
則
と
し

て
1.5
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て

交
通
量
や
走
行
速
度
、
沿
道
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、
安
全

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
課

題
を
整
理
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問  

自
転
車
通
行
帯
が
で
き
れ
ば

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
利
用
し
た

歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
の
活
動
も
広
が

る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答  

関
係
機
関
と
協
議
の
結
果
、

参
加
者
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
１
回
の
参
加
者
を
５
名
に

絞
っ
て
催
行
し
て
い
る
。

問  

本
市
の
観
光
振
興
と
中
心
市

街
地
の
活
力
を
生
む
た
め
に
は
、

市
民
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
飲
食
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答  

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
食
の
体
験
は
、
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行田市斎場の火葬の残骨灰に含まれる
　　　　　　　貴金属の処理について

問  

残
骨
灰
と
は
、
火
葬
後
に
収

骨
さ
れ
ず
斎
場
に
残
る
骨
片
や
灰

な
ど
で
あ
る
。
歯
科
治
療
な
ど
で

使
用
し
た
金
や
銀
、
チ
タ
ン
な
ど

の
有
価
金
属
が
含
ま
れ
、
売
却
し

て
施
設
修
繕
費
な
ど
に
活
用
す
る

自
治
体
が
あ
る
。
本
市
の
処
理
方

法
と
売
却
に
対
す
る
考
え
は
。

答  

現
在
は
残
骨
灰
を
処
理
業
者

へ
引
き
渡
し
、
適
切
な
処
理
後
、

遺
骨
は
寺
院
へ
納
骨
し
永
代
供
養

し
て
い
る
。
売
却
は
財
源
確
保
や

資
源
活
用
の
面
で
有
効
と
認
識
す

る
。
ご
遺
族
の
心
情
に
十
分
配
慮

し
、
市
民
意
見
や
他
自
治
体
の
事

例
を
踏
ま
え
、
実
施
に
向
け
調
整

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

本
市
は
現
在
、
残
骨
灰
に
含

ま
れ
る
貴
金
属
を
ど
の
よ
う
に
扱

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
売
却
し

た
場
合
の
収
入
見
込
み
を
伺
う
。

答  

現
在
、
年
間
約
二
千
キ
ロ
の

残
骨
灰
を
委
託
処
理
し
、
貴
金
属

は
引
渡
し
後
に
業
者
が
活
用
し
て

い
る
。昨
年
度
の
火
葬
件
数
約
千

百
件
の
試
算
で
、
市
に
年
間
約
千

三
百
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

○
小
中
学
校
再
編
計
画
の
疑
問

斉 藤 博 美（日本共産党）

ぎょうだ議会だより　❻



議

 

長

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）

第31号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇専決処分の承認を求めるについて（行田市
都市計画税条例の一部を改正する条例）

第32号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×専決処分の承認を求めるについて（行田市
国民健康保険税条例等の一部を改正する
条例）

（議案）
第30号

承
認〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇専決処分の承認を求めるについて（行田市

税条例の一部を改正する条例）

第33号 同
意〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意

を求めるについて

第34号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第35号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第36号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第37号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第38号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第39号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第40号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第41号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第42号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第43号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第44号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第45号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第46号 可
決〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市一般会計補正予算（第１
回）

第47号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市介護保険事業費特別会
計補正予算（第１回）

（市長提出議案）

議案
番号

会派名及び議員名

議案名

公明党蒼倫維新令和研究会 日本
共産党

小
林 

淳
一

議

決

結

果

駒
見 

行
彦

村
田 

清
治

小
林 

　
修

橋
本 

祐
一

福
島
と
も
お

町
田 

　
光

野
本 

翔
平

梁
瀬
里
司

香
川 

宏
行

大
屋 

　
彰

木
村 

　
博

田
中 

和
美

村
田 

秀
夫

斉
藤
博
美

岩
﨑 

　
彰

養
田  
英
雄

小
野
寺
貴
男

新 

　
諒
平

吉
田 

豊
彦

（賛成：○　反対：×）

提出議案とその結果

第48号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例の一部を改正する条例

❼　ぎょうだ議会だより



　
行
田
市
議
会
で
は
、
本
市
の
伝
統
工
芸

品
で
あ
る
行
田
足
袋
の
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
及
び
文
化
と
の

関
わ
り
を
次
世
代
に
伝
え
る
な
ど
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
行
田
足
袋
の
振
興

を
図
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
並
び
に
歴
史
及

び
文
化
へ
の
理
解
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
行
田
足
袋
振
興
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
６
月
議
会
最
終
日
に
は
、
条
例
の
制
定

を
記
念
し
、
多
く
の
議
員
及
び
執
行
部
職

員
が
足
袋
を
着
用
し
、
議
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　
条
例
で
は
、
足
袋
振
興
に
向
け
た
施
策

の
実
施
を
市
の
責
務
と
規
定
し
、
議
会

や
議
員
も
振
興
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、　

行
田
市
議
会
で
は
今
後
も
折
に
触

れ
て
足
袋
の
着
用
を
行
う
な
ど
、
本
市
の

伝
統
工
芸
で
あ
る
足
袋
産
業
の
魅
力
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ぎょうだ議会だより　❽

議

 

長

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）
※除斥（じょせき）…本人等に関係する議案のため採決には加わりません。

（議案）
第49号

可
決〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×

行田市税条例の一部を改正する条例

第50号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×

行田市印鑑条例の一部を改正する条例

第57号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇字の区域変更について

第59号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇高度救命処置用資機材の取得について

第51号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
行田市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の利用者負担に関する条例の
一部を改正する条例

第52号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市学童保育室保育料に関する条例の
一部を改正する条例

第53号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市手数料条例の一部を改正する条例

第54号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市公共下水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例

第55号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例

第56号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市監査委員条例の一部を改正する条
例

第58号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇災害対応特殊救急自動車の取得について

第61号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例

第62号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和８年度行田市一般会計補正予算（第２
回）

第63号 同
意〇〇〇〇〇議

長 〇〇 〇〇〇〇〇〇〇除
斥〇棄

権〇 棄
権

行田市監査委員の選任につき同意を求め
るについて

（議）
第5号

可
決〇〇〇〇〇〇 〇議

長 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田足袋振興条例

第60号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市小中学校学習者用及び教職員等用
タブレット端末一式の取得について

（市長提出議案）

議案
番号

会派名及び議員名

議案名

公明党蒼倫維新令和研究会 日本
共産党

小
林 

淳
一

議

決

結

果

駒
見 

行
彦

村
田 

清
治

小
林 

　
修

橋
本 

祐
一

福
島
と
も
お

町
田 

　
光

野
本 

翔
平

梁
瀬
里
司

香
川 

宏
行

大
屋 
　
彰

木
村 
　
博

田
中 

和
美

村
田 

秀
夫

斉
藤
博
美

岩
﨑 

　
彰

養
田  

英
雄

小
野
寺
貴
男

新 

　
諒
平

吉
田 

豊
彦

（賛成：○　反対：×）

（議員提出議案）

行
田
足
袋
振
興
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た



常任委員会の動き

⃝

行
田
市
立
小
中
学
校
学
習
者
用
及
び
教

職
員
等
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
式
の
取
得

に
つ
い
て

問  

今
回
、
リ
ー
ス
契
約
で
は
な
く
、
購

入
と
し
た
理
由
は
。

答  

リ
ー
ス
契
約
は
５
年
間
で
予
算
を
平

準
化
す
る
た
め
、
単
年
度
の
予
算
は
安
価

と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
国
の
補
助

金
の
関
係
で
、
リ
ー
ス
料
は
市
の
実
質
的

負
担
と
な
る
。
一
方
、
購
入
す
る
場
合
の

方
が
全
体
の
コ
ス
ト
で
は
安
価
と
な
る
こ

と
か
ら
、
購
入
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

問  

埼
玉
県
共
同
調
達
の
入
札
に
参
加
し

た
自
治
体
の
数
に
つ
い
て
。

答  

各
自
治
体
の
更
新
時
期
や
契
約
形
態

な
ど
に
よ
り
区
分
が
異
な
る
が
、
今
回
の

共
同
調
達
に
は
、
本
市
を
含
め
て
９
市
町

が
参
加
し
て
い
る
。

問  

故
障
な
ど
を
想
定
し
た
場
合
の
予
備

の
台
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答  

こ
れ
ま
で
の
破
損
等
の
実
績
を
踏
ま

え
て
、
児
童
・
生
徒
数
の
約
15
％
、
７
０

０
台
を
予
備
機
と
し
て
予
定
し
て
い
る
。

問  

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
に
処
分
す
る
の
か
。

答  

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
を
削
除
し
た

後
に
、
廃
棄
処
分
で
は
な
く
、
売
却
の
方

向
で
考
え
て
い
る
。

⃝

行
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

問  
復
興
特
別
所
得
税
及
び
防
衛
特
別
所

得
税
創
設
の
内
容
は
。

答  

令
和
９
年
よ
り
防
衛
特
別
所
得
税

１
％
が
創
設
さ
れ
、
復
興
特
別
所
得
税
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
う
え
で
10
年
間
延
長
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

⃝

字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

問  

本
市
に
編
入
さ
れ
る
区
域
の
詳
細
は
。

答  

鴻
巣
行
田
土
地
改
良
区
に
よ
る
土
地

改
良
事
業
に
伴
い
鴻
巣
市
大
字
広
田
字
向

領
の
一
部
が
本
市
に
編
入
し
、
令
和
10
年

１
月
の
換
地
処
分
に
よ
り
区
域
変
更
の
効

力
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
行
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

⃝

防
犯
対
策
費

問  

防
犯
対
策
用
品
購
入
費
補
助
金
の
補

助
対
象
品
目
は
。

答  

住
宅
に
お
け
る
防
犯
対
策
に
効
果
が

あ
る
も
の
と
し
て
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
セ

ン
サ
ー
ア
ラ
ー
ム
、
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
防

止
な
ど
屋
内
に
あ
る
鍵
の
開
錠
を
防
ぐ
用

品
を
含
む
補
助
錠
、
面
格
子
、
屋
外
に
設

置
す
る
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
モ
ニ
タ
ー
付

き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
防
犯
砂
利
、
ダ
ミ
ー

カ
メ
ラ
の
８
品
目
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
写
真

　
写
真　
防
犯　
３
枚
組
み
合
わ
せ

　
写
真

　
写
真

　
写
真

　
写
真

　
写
真

⃝

災
害
対
策
費

問  

購
入
品
と
し
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
及

び
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
選
定
し
た
理
由
は
。

答  

災
害
時
、
停
電
が
発
生
し
た
際
に
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
照
明
器
具

な
ど
の
電
気
機
器
を
使
用
可
能
と
す
る
た

め
の
電
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
選
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
行
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

⃝

生
活
保
護
費
追
加
給
付
事
業

問  

廃
止
保
護
世
帯
に
対
す
る
周
知
方
法

は
。

答  

市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

周
知
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問  

廃
止
保
護
世
帯
に
対
し
て
情
報
が
行

き
届
か
な
い
と
思
う
が
、
市
と
し
て
何
か

対
策
は
あ
る
の
か
。

答  

廃
止
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、
引
っ

越
し
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
当
時
と
世
帯

状
況
等
が
変
わ
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
個

人
情
報
の
観
点
か
ら
市
か
ら
個
人
に
対
し

て
働
き
か
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点

は
国
も
把
握
し
て
お
り
、
具
体
的
な
内
容

は
調
整
中
で
は
あ
る
が
、
国
の
取
組
と
し

て
、
新
聞
広
告
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

に
よ
る
周
知
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
行
田
市
介
護
保
険
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

⃝

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

問  

介
護
保
険
施
設
入
所
者
等
の
食
費
の

基
準
費
用
額
の
見
直
し
の
詳
細
は
。

答  

物
価
高
騰
等
の
影
響
か
ら
、
介
護
保

険
施
設
等
に
お
け
る
食
費
の
基
準
費
用
額

を
１
日
当
た
り
１
０
０
円
引
き
上
げ
る
も

の
で
、
こ
れ
に
伴
い
、
低
所
得
者
に
お
い

て
は
、
所
得
区
分
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

の
据
置
き
、
ま
た
は
１
日
当
た
り
３
０
円

か
ら
６
０
円
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

❾　ぎょうだ議会だより

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
動
き

○
審
査
概
要
・
活
動

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議

 

長

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）
※除斥（じょせき）…本人等に関係する議案のため採決には加わりません。

（議案）
第49号

可
決〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×

行田市税条例の一部を改正する条例

第50号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×

行田市印鑑条例の一部を改正する条例

第57号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇字の区域変更について

第59号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇高度救命処置用資機材の取得について

第51号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
行田市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の利用者負担に関する条例の
一部を改正する条例

第52号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市学童保育室保育料に関する条例の
一部を改正する条例

第53号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市手数料条例の一部を改正する条例

第54号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市公共下水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例

第55号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例

第56号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市監査委員条例の一部を改正する条
例

第58号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇災害対応特殊救急自動車の取得について

第61号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例

第62号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和８年度行田市一般会計補正予算（第２
回）

第63号 同
意〇〇〇〇〇議

長 〇〇 〇〇〇〇〇〇〇除
斥〇棄

権〇 棄
権

行田市監査委員の選任につき同意を求め
るについて

（議）
第5号

可
決〇〇〇〇〇〇 〇議

長 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田足袋振興条例

第60号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市小中学校学習者用及び教職員等用
タブレット端末一式の取得について

（市長提出議案）

議案
番号

会派名及び議員名

議案名

公明党蒼倫維新令和研究会 日本
共産党

小
林 

淳
一

議

決

結

果

駒
見 

行
彦

村
田 

清
治

小
林 

　
修

橋
本 

祐
一

福
島
と
も
お

町
田 

　
光

野
本 

翔
平

梁
瀬
里
司

香
川 

宏
行

大
屋 

　
彰

木
村 

　
博

田
中 

和
美

村
田 

秀
夫

斉
藤
博
美

岩
﨑 

　
彰

養
田  

英
雄

小
野
寺
貴
男

新 

　
諒
平

吉
田 

豊
彦

（賛成：○　反対：×）

（議員提出議案）



議

 

長

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）

第31号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇専決処分の承認を求めるについて（行田市
都市計画税条例の一部を改正する条例）

第32号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×専決処分の承認を求めるについて（行田市
国民健康保険税条例等の一部を改正する
条例）

（議案）
第30号

承
認〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇専決処分の承認を求めるについて（行田市

税条例の一部を改正する条例）

第33号 同
意〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意

を求めるについて

第34号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第35号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第36号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第37号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第38号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第39号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第40号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第41号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第42号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第43号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第44号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第45号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市農業委員会委員の任命につき同意
を求めるについて

第46号 可
決〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市一般会計補正予算（第１
回）

第47号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市介護保険事業費特別会
計補正予算（第１回）

（市長提出議案）

議案
番号

会派名及び議員名

議案名

公明党蒼倫維新令和研究会 日本
共産党

小
林 

淳
一

議

決

結

果

駒
見 

行
彦

村
田 

清
治

小
林 

　
修

橋
本 

祐
一

福
島
と
も
お

町
田 

　
光

野
本 

翔
平

梁
瀬
里
司

香
川 

宏
行

大
屋 

　
彰

木
村 

　
博

田
中 

和
美

村
田 

秀
夫

斉
藤
博
美

岩
﨑 

　
彰

養
田  

英
雄

小
野
寺
貴
男

新 

　
諒
平

吉
田 

豊
彦

（賛成：○　反対：×）

提出議案とその結果

第48号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例の一部を改正する条例

市政に対する 一般質問

専用アプリで読み取ると
議会中継がご覧いただけます。

一般
質問

◆インターネット議会中継
市議会の様子（生中継・録画映像）をパソコンやスマートフォンでご覧いただけます。
また、各議員の写真脇にある二次元コードから一般質問の録画映像を
ご覧いただけます。
◆会議録
冊子は市役所市政情報コーナー、図書館でご覧いただけます。
※6月定例会の会議録は 9月に発行予定です。

市政について、
各議員がみずからの政策提言も含めて、
市に考えを聞くのが「一般質問」。
6月定例会では17人の議員が一般質問を行いました。

本市の重要課題の確認 （移住促進に係る
　　　　　　　プロモーション強化含む）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

ス
マ
ホ)

利
用
が
２
歳
か
ら
と
い
う
環
境
に

あ
る
今
の
子
ど
も
た
ち
を
い
か
に

守
る
か
、
教
育
の
重
要
性
を
思
う
。

問  「
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教

育
」を
ど
う
捉
え
取
り
組
む
か
。

答  

生
命
を
大
切
に
す
る
考
え
を

下
に
、
自
分
や
相
手
を
大
切
に
し

尊
重
す
る
教
育
だ
と
認
識
す
る
。

子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
加
害
者
、

被
害
者
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、学
校
と
保
護
者
や
地
域
、保
健

分
野
と
連
携
し
て
い
く
。

問  

保
健
分
野
で
の
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
当
該
教
育
と
親

和
性
が
高
い
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答  

そ
う
認
識
す
る
。
「
歯
止
め

規
定
」
を
補
完
す
る
等
々
、
外
部

講
師
の
授
業
は
有
意
義
と
考
え
る
。

問  

昨
年
度
実
施
11
校
そ
れ
以
上

全
校
に
広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

答  

希
望
す
る
学
校
で
実
施
す
る
。

問  

ネ
ッ
ト
上
関
心
の
高
い
コ
ン

テ
ン
ツ
の
優
先
表
示
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
他
発
信
主
体
不
明
な
偽
装
、
歪

曲
の
危
険
性
を
は
ら
む
情
報
の
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
を
ど
う
進
め
る
か
。

答  

極
端
な
情
報
へ
の
偏
り
の
増

幅
回
避
の
た
め
、
伝
え
る
側
の
教

員
に
当
該
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

田 中 和 美（公明党）

野良猫問題の現状と
今後の対応方針について

問  

野
良
猫
の
迷
惑
餌
や
り
へ
の

市
の
対
応
は
？

答  

餌
や
り
自
体
は
違
法
で
は
な

い
が
、
生
活
環
境
を
損
な
う
場
合

は
指
導
対
象
と
な
る
。
市
は
相
談

を
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
現

地
確
認
し
、
県
動
物
指
導
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
て
助
言
し
て
い
る
。

不
妊
去
勢
の
周
知
も
進
め
る
。

問  

迷
惑
を
生
ま
な
い
餌
や
り
基

準
は
作
る
の
か
？

答  

画
一
的
基
準
は
難
し
い
が
、

県
や
環
境
省
資
料
を
参
考
に
、
置

き
餌
防
止
や
食
べ
残
し
の
片
付
け

な
ど
適
正
飼
養
の
周
知
を
行
う
。

【
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
】

問  

空
き
家
の
草
木
の
越
境
・
繁

茂
へ
の
対
応
は
？

答  

相
談
を
受
け
次
第
現
地
調
査

し
、
所
有
者
へ
適
正
管
理
を
求
め

る
。
危
険
時
は
市
が
応
急
対
応
す

る
こ
と
も
あ
る
。
伐
採
費
用
は
原

則
所
有
者
負
担
で
、
根
本
解
決
に

向
け
啓
発
を
強
化
す
る
。

問  

管
理
不
全
空
家
へ
の
対
応
は

答  

法
改
正
で
指
導
・
勧
告
が
可

能
と
な
り
、
勧
告
で
固
定
資
産
税

等
の
住
宅
地
特
例
が
外
れ
る
。
市

は
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

制
度
周
知
と
適
正
管
理
を
促
す
。

小 林 淳 一（令和研究会）

ぎょうだ議会だより　❿



　議員各位のご推挙を得て、このたび、議長・副
議長に就任いたしました。大任を拝し、身に余る
光栄であるとともに、その重責に身の引き締まる
思いでございます。
　今日、私たちのまちを取り巻く環境は大きく変
化しています。物価高騰による家計への負担、少
子高齢化や人口減少、地域経済の活性化、防災・
減災の強化など、市民生活に直結する課題は山積
しております。
　こうした時代だからこそ、市民の皆様の声を市
政にしっかりと反映させる議会の役割は、ますま
す重要になってくるものと考えます。
　議会が一丸となって、市民の皆様が安心して暮
らし、未来に希望が持てるまちづくりを目指して
まいります。
　引き続き、市民の皆様の格別なご理解と温かい
ご支援・ご協力を賜りますよう、心からお願い申
し上げて、あいさつとさせていただきます。

副
議
長
　小
林
　修

議
　長
　橋
本
祐
一

議長・副議長  就任のあいさつ

市政に対する 一般質問

防犯対策について

問  

住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金
額

の
上
限
の
引
上
げ
や
対
象
機
器
の

拡
充
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答  

上
限
の
引
上
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
対
象
機
器
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
本
定
例
会
に
補
正

予
算
と
し
て
上
程
し
た
防
犯
対
策

用
品
補
助
事
業
に
つ
い
て
議
決
を

頂
け
れ
ば
、
防
犯
対
策
の
強
化
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問  

防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
の
注
意

喚
起
表
示
を
、
侵
入
窃
盗
多
発
地

区
へ
重
点
配
置
す
る
考
え
は
。

答  

市
内
に
広
く
設
置
す
る
こ
と

が
優
先
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

地
域
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
傾
向

等
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問  

個
人
参
加
型
「
な
が
ら
防
犯

に
」
つ
い
て
本
市
の
考
え
方
は
。

答  

組
織
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
に
比

べ
て
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、

幅
広
い
世
代
の
市
民
が
無
理
な
く

防
犯
活
動
に
参
加
で
き
る
点
で
、

市
民
一
人
一
人
が
防
犯
の
担
い
手

と
な
れ
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
「
な
が
ら

防
犯
」
と
は
何
か
、
そ
の
有
効
性

に
つ
い
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
。

養 田 英 雄（蒼倫維新）

自転車利用者の安全確保
／市街化再編事業 橋 本 祐 一（令和研究会）

問  

南
大
通
線
国
道
17
号
か
ら
水

城
公
園
入
り
口
ま
で
の
自
転
車
通

行
帯
に
関
す
る
調
査
、
研
究
の
進

捗
状
況
は
。

答  

自
転
車
通
行
帯
の
設
置
に
当

た
っ
て
は
関
係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
り
、
幅
員
を
原
則
と
し

て
1.5
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て

交
通
量
や
走
行
速
度
、
沿
道
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、
安
全

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
課

題
を
整
理
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問  

自
転
車
通
行
帯
が
で
き
れ
ば

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
利
用
し
た

歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
の
活
動
も
広
が

る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答  

関
係
機
関
と
協
議
の
結
果
、

参
加
者
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
１
回
の
参
加
者
を
５
名
に

絞
っ
て
催
行
し
て
い
る
。

問  

本
市
の
観
光
振
興
と
中
心
市

街
地
の
活
力
を
生
む
た
め
に
は
、

市
民
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
飲
食
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答  

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
食
の
体
験
は
、
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行田市斎場の火葬の残骨灰に含まれる
　　　　　　　貴金属の処理について

問  

残
骨
灰
と
は
、
火
葬
後
に
収

骨
さ
れ
ず
斎
場
に
残
る
骨
片
や
灰

な
ど
で
あ
る
。
歯
科
治
療
な
ど
で

使
用
し
た
金
や
銀
、
チ
タ
ン
な
ど

の
有
価
金
属
が
含
ま
れ
、
売
却
し

て
施
設
修
繕
費
な
ど
に
活
用
す
る

自
治
体
が
あ
る
。
本
市
の
処
理
方

法
と
売
却
に
対
す
る
考
え
は
。

答  

現
在
は
残
骨
灰
を
処
理
業
者

へ
引
き
渡
し
、
適
切
な
処
理
後
、

遺
骨
は
寺
院
へ
納
骨
し
永
代
供
養

し
て
い
る
。
売
却
は
財
源
確
保
や

資
源
活
用
の
面
で
有
効
と
認
識
す

る
。
ご
遺
族
の
心
情
に
十
分
配
慮

し
、
市
民
意
見
や
他
自
治
体
の
事

例
を
踏
ま
え
、
実
施
に
向
け
調
整

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

本
市
は
現
在
、
残
骨
灰
に
含

ま
れ
る
貴
金
属
を
ど
の
よ
う
に
扱

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
売
却
し

た
場
合
の
収
入
見
込
み
を
伺
う
。

答  
現
在
、
年
間
約
二
千
キ
ロ
の

残
骨
灰
を
委
託
処
理
し
、
貴
金
属

は
引
渡
し
後
に
業
者
が
活
用
し
て

い
る
。昨
年
度
の
火
葬
件
数
約
千

百
件
の
試
算
で
、
市
に
年
間
約
千

三
百
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

○
小
中
学
校
再
編
計
画
の
疑
問

斉 藤 博 美（日本共産党）

⓫　ぎょうだ議会だより



市政に対する 一般質問

「仮称」利根川新橋について

問  

現
在
、
熊
谷
市
と
群
馬
県
千

代
田
町
と
の
利
根
川
に
新
し
い
橋

の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
新
橋
が
完
成
す
る
と
、
本

市
に
と
っ
て
も
利
根
大
堰
の
渋
滞

緩
和
や
群
馬
県
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
に
な
り
、
経
済
効
果
も
期
待

で
き
る
が
、
市
は
こ
の
新
橋
の
価

値
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答  

新
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
埼
玉
県
北
部
地
域
と
群
馬
、

栃
木
県
と
を
結
ぶ
新
た
な
広
域
幹

線
道
路
網
の
確
立
に
伴
う
本
市
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
さ
れ
、
北
関

東
エ
リ
ア
と
の
交
流
連
携
の
強
化

や
企
業
誘
致
の
促
進
、
流
通
の
拡

大
な
ど
、
様
々
な
整
備
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

新
橋
整
備
に
伴
い
企
業
誘
致

な
ど
、
施
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答  

北
関
東
エ
リ
ア
と
の
つ
な
が

り
が
強
く
な
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
て
企
業
誘
致
活
動
に
努
め

て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
空
き
家
対
策

○
道
の
駅
く
る
ん
熊
谷
と
の
協
議

○
公
民
館
施
設
利
用
の
時
間
貸
し

○
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置

梁 瀬 里 司（令和研究会）

地域の皆様が心地よく利用できる
　　　　　　　 公共公園環境の整備について駒 見 行 彦（令和研究会）

問  

除
草
の
頻
度
を
多
く
す
る
考

え
は
。

答  

水
城
公
園
は
昨
年
８
回
を
今

年
は
10
回
程
度
に
。
中
央
児
童
公

園
は
昨
年
３
回
を
４
回
程
度
。
わ

く
だ
ま
公
園
は
昨
年
２
回
を
５
回

程
度
の
実
施
に
向
け
見
直
し
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問  

公
園
の
受
動
喫
煙
対
策
に
つ

い
て
。

答  

よ
り
意
識
を
啓
発
で
き
る
看

板
の
設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

の
対
応
強
化
に
努
め
た
い
。

問  

ペ
ッ
ト
の
糞
や
地
域
猫
の
餌

や
り
に
つ
い
て
。

答  

水
城
公
園
や
総
合
公
園
、
古

代
蓮
の
里
、
中
央
児
童
公
園
等
で

公
園
利
用
者
や
公
園
近
く
の
住
人

か
ら
餌
や
り
に
対
す
る
相
談
が
あ

り
、
案
内
板
を
設
置
し
注
意
喚
起

を
図
っ
て
い
る
。

問  

市
内
公
園
の
中
に
向
け
た
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
。

答  

古
代
蓮
の
里
、
総
合
公
園
に

は
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
水
城
公
園
に
は
現
在
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。
利
用
者
の
安
心

安
全
、
施
設
の
い
た
ず
ら
防
止
等

の
観
点
か
ら
設
置
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

公共交通の子ども無償化

問  

地
元
の
高
校
生
か
ら
、
行
田

に
は
遊
ぶ
場
所
が
な
い
の
で
熊
谷

や
羽
生
へ
行
く
の
だ
け
れ
ど
交
通

費
が
地
味
に
高
い
、
も
し
電
車
や

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
が
無
料
に

な
っ
た
ら
、
も
っ
と
友
達
と
遊
び

に
行
け
る
し
、
行
田
市
の
こ
と
が

今
よ
り
も
好
き
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
、と
い
う
提
案
を
も
ら
っ
た
。

　
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

答  

ま
ず
今
回
の
提
案
を
と
て
も

新
鮮
に
感
じ
た
。
若
い
人
た
ち
が

日
々
ど
ん
な
考
え
で
過
ご
し
て
い

る
の
か
気
付
か
せ
て
く
れ
た
。

　
確
か
に
高
齢
者
や
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
が
拡
充
さ
れ
て
き
て
い

る
一
方
で
、
中
高
生
に
と
っ
て
は

自
分
た
ち
へ
の
支
援
が
少
な
い
と

感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
若
者
た
ち
と
意
見
を
交
わ
す
機

会
を
増
や
し
、
若
者
た
ち
の
声
に

真
摯
に
向
き
合
っ
て
、
そ
の
思
い

に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
き
た
い
。

野 本 翔 平（令和研究会）
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　ケースに応じた適切な
見極めが必要であり、
冷静な対応を心が
けています

搬送した方や
ご家族のほっとした

笑顔にやりがいを感じます

　チームワークも自分の
意見も大切です。常に意
見を出し合ってより良
い方向を目指し
ています

24時間勤務中
は緊張の連続です

　資機材のチェックをし
たり、靴を磨いたりし
て、勤務の準備を行
っています

誰よりも早く出勤する
それが自分の“こだわり”です

　職業病かもしれません
が、どんな救助方法が最
善であるかを、いつも
考えています

休みの日でも
建物を見ながら救助の
イメージトレーニングを

しています

　小学校１年生でしたが、
消防隊員が被災者を救助
する姿を見て、自分も
なりたいと強く思

いました

きっかけは
東日本大震災でした

　最適な受入れ先を見つ
けるための判断には、
日々の勉強が欠か
せません

救急救命士として、
様々な症例や経験の
情報交換ができる研修に
積極的に参加しています

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！

議員の視点
　消防車両を更新するため、行田市消防署に直
接話を伺う機会を得ました。
　取材中も救急出動を告げる放送が流れるたび
に、ゲンバは緊張感に包まれます。
　車両は日々さまざまな点検を欠かさず、まさ
に、いつでも出動できるよう丁寧な準備がなさ
れていました。

　そして、これらを整備、いざ現場で操る人＝
署員のみなさんも日々、自身の体力づくりと厳
しい訓練に勤しみ、行田市民の命と財産を守り
たいという使命感を胸に活躍されている姿を目
の当たりにし、尊敬という言葉とともに、心強
さを覚えました。

市政に対する 一般質問

集約連携のまちづくりの利根川沿線の
                      土地利用、公共施設について

問  

拡
散
型
都
市
構
造
か
ら
集
約

的
都
市
構
造
へ
の
転
換
の
た
め
、

多
様
な
都
市
機
能
を
市
街
地
に
集

約
す
る
と
と
も
に
、
道
路
や
公
共

交
通
と
連
携
し
、
地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
集
約
連
携

の
ま
ち
づ
く
り
を
都
市
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
利
根
川

沿
線
の
北
河
原
、
酒
巻
、
下
中
条
、

須
加
地
区
は
、
行
田
市
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
家
屋
倒
壊
等
氾
濫

区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
建
物

の
立
地
基
準
が
他
の
地
区
よ
り
厳

格
化
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

利
根
川
堤
防
の
重
要
性
、
安
全
性

を
考
慮
し
、
緊
急
に
行
う
首
都
圏

氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
事
業
の

進
捗
は
。

答  

対
策
延
長
は
49.

５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
本
市
を
含
む
東
北
自
動
車

道
か
ら
深
谷
市
ま
で
の
上
流
２
期

区
間
延
長
は
約
26
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
令
和
８
年
度
３
月
時
点
で
、

用
地
取
得
率
約
53
％
、
堤
防
強
化

の
整
備
進
捗
率
約
11
％
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
用
地
取
得
が

完
了
し
た
箇
所
か
ら
、
必
要
と
な

る
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
経
た
上
で
、

今
年
度
か
ら
須
加
地
内
の
地
盤
改

良
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

小 林  修（令和研究会）

下水道管の全国特別重点調査の結果と
今後の対応

　
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を
受

け
、
国
土
交
通
省
は
令
和
７
年
３

月
に
全
国
の
自
治
体
に
対
し
下
水

道
管
の
調
査
依
頼
を
行
っ
た
。

問  

調
査
内
容
と
本
市
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

昨
年
３
月
時
点
で
設
置
後
30

年
以
上
が
経
過
し
た
直
径
２
メ
ー

ト
ル
以
上
の
下
水
道
管
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。

本
市
で
は
原
則
１
年
以
内
に
速
や

か
に
対
策
が
必
要
と
判
断
し
た
管

延
長
が
１
８
７
メ
ー
ト
ル
で
、
応

急
措
置
を
し
た
上
で
５
年
以
内
に

対
策
が
必
要
と
な
っ
た
管
延
長
は

５
６
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

問  

緊
急
を
要
す
る
箇
所
の
現
状

と
対
策
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

緊
急
を
要
す
る
箇
所
と
応
急

措
置
を
行
う
箇
所
を
含
め
た
約
３

５
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
現
在

通
行
止
め
を
行
い
、
安
全
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
対
策
方
法
に
つ

い
て
は
、
委
託
業
務
の
中
で
既
存

の
下
水
道
管
の
内
面
に
新
た
な
管

を
更
生
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。
８
月
に
は
工
事
契
約
を
行
い
、

来
年
３
月
完
成
を
目
指
す
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
災
害
発
生
時
の
備
え
に
つ
い
て

木 村  博（公明党）

学校再編と生涯スポーツ等
との関わりについて

問  

学
校
体
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
地
域
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
と
っ
て
、
活
動
場
所
の
確
保
は

切
実
な
問
題
で
あ
る
が
、
学
校
再

編
に
伴
い
、
各
地
区
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
等
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答  
今
後
閉
校
と
な
る
学
校
の
施

設
の
利
活
用
や
新
た
な
学
校
の
地

域
利
用
は
未
定
だ
が
、
市
民
の
声

を
踏
ま
え
、
適
切
な
運
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

問  

体
育
館
や
校
庭
を
利
用
し
て

い
る
地
域
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
向
け
て
、
今
後
の
利
用
活
用
や

影
響
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
る

か
？答  

今
後
利
用
方
法
や
利
用
条
件
、

ま
た
利
用
施
設
な
ど
の
運
用
が
変

わ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
際
に

は
関
係
す
る
団
体
を
対
象
に
説
明

会
な
ど
の
開
催
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
元
彩
々
亭
・
旧
荒
井
八
郎
商
店

に
つ
い
て

○
土
葬
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
つ
い
て

小 野 寺 貴 男（蒼倫維新）

⓭　ぎょうだ議会だより



―出典　令和８年行田市概況―

年間火災発生件数の推移
年

件　　　　数
2年
35件

3年
27件

4年
30件

5年
30件

6年
34件

7年
22件

月別火災発生件数(令和7年)
月

出 火 件 数
月

出 火 件 数

1月
５件
7月
1件

2月
4件
8月
2件

3月
2件
9月
2件

4月
０件
10月
0件

5月
0件
11月
3件

6月
0件
12月
3件

―出典　令和８年行田市概況―

年間救急出場件数の推移
年

件　　　　数
2年

3,702件
3年

3,819件
4年

4,506件
5年

4,761件
6年

4,708件
7年

4,769件

月別救急出場件数(令和7年)
月

出 動 件 数
月

出 動 件 数

1月
459件
7月
426件

2月
364件
8月
395件

3月
392件
9月
394件

4月
351件
10月
382件

5月
362件
11月
425件

6月
366件
12月
453件

１日平均
13件‼

　救急の出動件数は年々増加していますが、
その約４割は軽症であり、本当に救急車が
必要であったか疑われるものもありました。
　本当に必要な人が救急車を利用できるよ
う、適正な利用にご協力をお願いします。

　急な病気やケガなどで「救急車を呼ぶべ
きか」「今すぐ病院に行くべきか」迷った際
の相談窓口です。
　24時間無休で対応しており、電話でアド
バイスが受けられます‼

　行田市と熊谷市は、共同指令センターで
救急や火災などの災害情報を受信する通信
指令業務の共同運用を行っています。
　「発信地表示システム」により、固定電話
やIP電話、携帯電話からの通報にも対応し、
通報地点及び災害発生地点の特定を迅速に
行うことができます。

救急要請

119番を受ける仕組み119番を受ける仕組み

迷ったらまず「♯7119」
救急安心センター事業へ‼
迷ったらまず「♯7119」
救急安心センター事業へ‼

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！ 市政に対する 一般質問

問  

中
心
拠
点
と
は
ど
こ
か
。

答  

立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
行

田
市
駅
南
側
の
商
業
地
域
を
中
心

と
し
、
行
田
蓮
田
線
と
県
道
熊
谷

羽
生
線
が
交
わ
る
交
差
点
か
ら
半

径
８
０
０
ｍ
圏
内
を
中
心
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

問  
そ
の
根
拠
は
何
か
。

答  

既
存
の
都
市
機
能
の
維
持
の

観
点
か
ら
、
水
城
公
園
や
郷
土
博

物
館
、
市
役
所
な
ど
が
周
辺
に
あ

る
こ
の
地
区
を
中
心
市
街
地
と
位

置
付
け
て
い
る
。

問  

昔
か
ら
あ
っ
た
も
の
が
多
い

か
ら
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

答  

一
言
で
言
っ
て
し
ま
う
と
そ

う
だ
が
、
他
の
エ
リ
ア
と
比
較
し
、

都
市
機
能
や
居
住
を
誘
導
す
る
上

で
最
も
有
効
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

問  

人
口
・
交
通
・
商
業
は
中
心

拠
点
設
定
の
根
拠
か
。

答  

人
口
の
多
寡
と
中
心
の
考
え

方
は
異
な
る
。
交
通
の
中
心
と
い

う
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
。
商
業

消
費
の
中
心
も
特
定
し
て
い
な
い
。

問  

中
心
に
必
要
な
商
業
施
設
と

は
何
か
。

答  

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
限

ら
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
売
店
な
ど
で
あ
る
。

市の考える中心とは何か
新  諒 平（令和研究会）

忍･行田･埼玉･太田中学校区義務教育学校（仮称）
について

　
行
田
市
政
が
４
年
目
に
入
っ
た
。

令
和
５
年
12
月
定
例
市
議
会
で
一

般
質
問
を
行
っ
た
際
、
行
田
市
長

は
小
学
校
12
校
と
中
学
校
８
校
を

３
校
の
義
務
教
育
学
校
に
再
編
を

行
い
た
い
考
え
を
表
明
し
た
。
行

田
市
の
上
位
計
画
と
し
て
教
育
委

員
会
は
も
と
よ
り
行
田
市
と
し
て

全
庁
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
信
じ

て
い
る
。

問  

義
務
教
育
学
校
の
学
校
区
を

い
く
つ
か
に
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

学
校
へ
の
通
学
を
中
心
と
し
て
ス

ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
・
個
人
医
院

や
歯
科
医
院
・
郵
便
局
等
・
公
民

館
な
ど
を
停
留
所
に
し
た
乗
合
い

バ
ス
や
、
地
域
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

行
田
市
の
児
童
生
徒
は
バ
ス
に
乗

っ
て
通
学
で
き
る
地
域
バ
ス
の
よ

う
な
考
え
方
は
可
能
か
。

答  

地
域
に
あ
る
既
存
の
交
通
を

使
う
と
い
う
考
え
方
は
必
要
で
あ

る
。
新
校
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
行

田
市
の
取
組
で
、
か
な
り
通
学
範

囲
も
広
く
な
る
た
め
、
そ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
交
通
政
策
課
と
も
協

議
を
し
た
い
。
国
に
お
い
て
も
地

域
交
通
法
が
国
会
で
改
正
さ
れ
、

国
交
省
、
文
科
省
が
一
緒
に
な
っ

て
考
え
て
い
る
。

町 田  光（令和研究会）

広域道路ネットワークと本市の
まちづくりについて

　
人
口
減
少
や
地
域
間
競
争
が
進

む
中
、
自
治
体
に
は
交
流
人
口
の

拡
大
や
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
戦

略
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。
熊
谷
市
と
千
代
田
町
を
結
ぶ

新
橋
構
想
に
つ
い
て
。

問  

本
市
は
、
新
橋
構
想
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答  

埼
玉
県
北
部
地
域
と
群
馬
、

栃
木
県
と
を
結
ぶ
、
新
た
な
広
域

幹
線
道
路
網
の
確
立
に
伴
う
本
市

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
、
北
関
東

エ
リ
ア
と
の
交
流
連
携
の
強
化
や

企
業
誘
致
の
促
進
、
流
通
の
拡
大

な
ど
、
様
々
な
整
備
効
果
が
期
待

で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

関
係
自
治
体
と
の
連
携
は
。

答  

利
根
川
新
橋
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
の
活
動
を
通
じ
て
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
い
く
。
同
盟
会

設
立
当
初
か
ら
、
埼
玉
県
、
群
馬

県
、
栃
木
県
へ
要
望
活
動
を
実
施
、

併
せ
て
国
へ
の
要
望
も
実
施
し
て

い
る
。

　
今
後
、
新
橋
の
整
備
に
伴
う
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
や
整

備
効
果
に
つ
い
て
、
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
施
策
を
検
討
し
、
庁
内

横
断
的
に
関
係
部
署
に
よ
る
協
議

を
実
施
す
る
。

大 屋  彰（公明党）

ぎょうだ議会だより　⓮



初の特集は「行田市消防署」

　日本消防協会や日本外交協会を通じて、開発途上国
に無償で寄贈している。         
　昭和59年から令和7年までの間に、46か国に対し、
1855台の消防車両等が全国から寄贈されています。
　また、車両の寄贈と併せて、技術指導や実践訓練も
実施されています。         【出典】(公財)日本消防協会
　行田市では、これまでに30台の車両を寄贈しています。

行田市消防本部・消防署の保有車両
【消防本部】
広報車
査察車
防災活動車
事務連絡車(5台)
【本　署】
指揮車
大型水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車(2台)
化学消防ポンプ自動車
救助工作車
屈折はしご付消防自動車
積載車
高規格救急車(3台)

【西分署】
水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車
高規格救急車
【北分署】
水槽付消防ポンプ自動車
消防ポンプ自動車
高規格救急車

計 25台
出典 -令和7年 消防統計-

特集 行田消防最前線！！特集 行田消防最前線！！

議 案
第58号

災害対応特殊救急自動車の
取得について

議 案
第59号

高度救命処置用資機材の
取得について

役目を終えた車両はどうなるの？役目を終えた車両はどうなるの？

消防署の車は何台あるの？消防署の車は何台あるの？

消防職員数                                      　 （令和８年４月１日現在）

※再任用職員　5名を含む

消 防 本 部
本 署
西 分 署
北 分 署

計

1人

1人

5人
4人
1人
1人
11人

5人
9人
2人
2人
18人

3人
12人
2人
2人
19人

4人
20人
4人
3人
31人

3人
10人
2人
2人
17人

　
11人
1人
2人
14人

21人
66人
12人
12人
111人

消 防 監 司 令 長 司 　 令 司 令 補 士 　 長 副 士 長 消 防 士 計階級
区分

　今号より、議会だより編集委員会として初
めてとなる、『取材』に取り組みました。
　議会改革の一環として、市民の皆様により
親しみやすい議会だよりを目指して、邁進し
てまいります。

　今号より、議会だより編集委員会として初
めてとなる、『取材』に取り組みました。
　議会改革の一環として、市民の皆様により
親しみやすい議会だよりを目指して、邁進し
てまいります。

　6月議会では、行田市消防署本署に配備さ
れる予定の災害対応特殊救急自動車及び高
度救命処置用資機材の取得に関する議案が、
全会一致で可決されました。
　日々、私たち市民の命と財産を守っている
行田市消防署。 
その最前線のゲンバを、
今回、私たち議員が直撃してみました‼

市政に対する 一般質問

高次脳機能障害者へ支援強化を
　                        ／学校再編で教育環境、地域は

問  

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法

が
４
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
施
策

の
実
施
状
況
の
公
表
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
へ
の
研
修
、
福
祉
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
市
の
支
援
強
化
は
。

答  

適
切
な
公
表
の
形
を
検
討
し

て
い
く
。研
修
は
、様
々
な
関
係
職

員
が
支
援
に
関
わ
る
中
で
ど
う
い

っ
た
研
修
が
必
要
な
の
か
考
え
て

い
き
た
い
。福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成

は
様
々
な
取
り
組
み
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問  

義
務
教
育
学
校
基
本
構
想
へ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

答  

寄
せ
ら
れ
た
疑
問
点
や
心
配

事
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
不
安

解
消
に
向
け
丁
寧
な
説
明
に
努
め

た
い
。

問  

Ｂ
地
区
は
１
６
０
０
人
も
の

マ
ン
モ
ス
校
に
な
り
、
教
師
が
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が
減
少

す
る
の
で
は
。
規
模
は
適
切
か
。

答  
そ
う
し
た
時
間
の
確
保
は
大

事
な
点
だ
。
１
学
年
５
〜
６
学
級

は
適
正
と
判
断
し
て
い
る
。

問  

学
校
が
な
く
な
る
地
域
は
関

係
が
疎
遠
に
な
る
の
で
は
。

答  

学
校
運
営
協
議
会
等
に
必
ず

地
域
の
方
を
選
ん
で
い
き
た
い
。

村 田 秀 夫（日本共産党）

さきたま古墳公園に花を植える
／障がい者福祉について

問  

県
営
公
園
で
あ
る
さ
き
た
ま

古
墳
公
園
の
定
期
的
な
除
草
作
業

か
ら
、
花
を
活
用
し
た
景
観
再
生

を
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

公
園
管
理
者
に
よ
る
と
、
丸

墓
山
古
墳
、
稲
荷
山
古
墳
、
二
子

山
古
墳
等
が
あ
る
国
指
定
特
別
史

跡
内
に
つ
い
て
は
、
史
跡
の
保
存

活
用
・
調
査
研
究
を
目
的
と
す
る

も
の
以
外
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
、
史
跡
指
定
範
囲
外
の
「
さ

き
た
ま
広
場
」
等
は
、
管
理
体
制

や
諸
条
件
を
勘
案
す
る
と
、
直
ち

に
実
施
は
出
来
な
い
も
の
の
、
史

跡
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た

問  

高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
。

答  

脳
血
管
疾
患
や
交
通
事
故
に

よ
る
脳
の
損
傷
に
よ
り
記
憶
・
注

意
・
判
断
・
感
情
な
ど
の
認
知
機

能
に
障
害
が
生
じ
る
状
態
で
、
新

し
い
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
り
、
集
中
力
が
続
か
な

い
等
の
症
状
が
現
れ
る
。

　
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、

本
人
に
自
覚
が
無
い
こ
と
も
多
い

為
「
見
え
な
い
障
害
」
と
も
言
わ

れ
る
。
当
事
者
や
周
囲
の
方
が
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

岩 﨑  彰（蒼倫維新）

土地開発公社の解散について

問  

令
和
６
年
度
、
総
務
省
発
表

が
発
表
し
た
資
料
「
土
地
開
発
公

社
事
業
実
績
調
査
結
果
概
要
」
を

見
る
と
、
法
律
が
施
行
さ
れ
た
翌

年
の
昭
和
48
年
、
都
道
府
県
と
市

を
合
わ
せ
る
と
６
１
４
の
開
発
公

社
が
全
国
に
設
立
さ
れ
た
。
平
成

11
年
が
最
も
多
く
１
５
９
７
団
体

が
設
立
さ
れ
た
が
、
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
で
は
５
４
０
団
体
と

大
幅
に
減
少
し
た
。
各
地
で
開
発

公
社
が
解
散
し
て
い
る
事
実
を
ど

う
考
え
る
か
。

答  

本
市
で
は
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

昭
和
54
年
に
土
地
開
発
公
社
を
設

立
し
た
。

　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
事

業
が
長
期
間
行
わ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
ま
た
、
県
内
自
治
体

で
は
解
散
が
進
ん
で
い
る
動
き
が

あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。
公
社
の
解
散
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
に
伴
う
影
響
及
び

課
題
を
十
分
に
整
理
し
た
上
で
、

今
後
、
様
々
な
観
点
か
ら
慎
重
に

検
討
す
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
通
学
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
（
ラ
ン
ド

セ
ル
）の
無
償
配
布
に
つ
い
て
。

村 田 清 治（令和研究会）

⓯　ぎょうだ議会だより



ぎょうだ議会だより　⓰

9月 行田市議会定例会 日程表（予定）
9月定例会は8月28日㈮
開会予定であり、
日程（案）の決定は8月24日㈪
予定の議会運営委員会で
決まります。

市議会には定例会（３月、６月、９月、12月）
と、必要がある場合に開かれる臨時会とが
あります。
議場は市役所の3階にありますので、
エレベーターをご利用ください。※定員46名

市議会を傍聴してみませんか

編 

集 

後 

記

日 月 火 水 木 金

30 531
（議案調査）

⁹/１
（議案調査）

2
本会議
（議案質疑）

3
本会議
（一般質問）

4
本会議
（一般質問）

土

126 7
本会議
（一般質問）

8
本会議
（一般質問・委員会付託等）

9
（議案調査）

10
建設環境
常任委員会

11
建設環境
常任委員会

29⁸/23 24 25 26 27 28
本会議/招集日
（提案説明）

1913 14
健康福祉
常任委員会

15
健康福祉
常任委員会

16
総務文教
常任委員会

17
総務文教
常任委員会

18
（事務整理）

2620 21
敬老の日

22
国民の休日

23
秋分の日

24
（事務整理）

25
（事務整理）

327 28
（事務整理）

29
本会議/最終日
(委員長報告・質疑・討論・採決・閉会)

30 ¹⁰/１ 2

※日程は予定であり、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

議会日誌
14日
14日

18日
18日
22日
22日
27日
27日
29日

4日~29日
16日
16日

北海道北広島市・千歳市行政視察来庁
上尾道路・新大宮上尾道路建設促進
議員連盟 第１９回定期総会
幹事長会議
議会基本条例検討委員会
議員研修（ふるさと納税制度について）
議会だより編集委員会
全国市議会議長会定期総会
三重県伊勢市行政視察来庁
議会運営委員会

6月定例会
議会運営委員会
幹事長会議

5月

6月

令和8年5月14日～令和8年8月12日
16日
23日
29日
29日
29日

9日
14日
24日
24日
31日

5日
5日

議会だより編集委員会
兵庫県議会行政視察来庁
議員説明会
幹事長会議
議会運営委員会

兵庫県小野市行政視察来庁
議会改革推進委員会
議会基本条例検討委員会
議会だより編集委員会
埼玉県市議会議長会第４区議員研修会

新潟県新発田市行政視察来庁
鹿児島県出水市行政視察来庁

6月

7月

8月

　
本
誌
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は

連
日
の
猛
暑
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

と
も…

。

　
八
月
の
和
名
は「
葉
月
」で
す
が
、

「
葉
落
ち
月
」が
転
じ
て
と
の
説
が

一
般
的
だ
そ
う
で
す
。葉
が
茂
っ

て
い
る
か
ら
と
勝
手
に
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
旧
暦
の
和
名
と

な
れ
ば
納
得
。

　
今
号
の
企
画
は
如
何
で
し
た
か
。

木
々
に
茂
れ
る
葉
の
如
く
、
皆
さ

ん
の
目
に
と
ま
り
ま
し
た
か
。

            （
村
田
　
秀
夫
）
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